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どんど焼きの起源 
 

どんど焼き（どんどやき）は、日本の伝統的な行事で、主に正月の飾りやお札、お守

りなどを燃やして一年の無病息災を祈る行事です。その起源については、いくつか

の説がありますが、主に次のような理由で行われるようになったと考えられていま

す。 

 

年神様を迎えるための準備 
  

正月に迎える「年神様」を迎えるために、家の中の邪気を払う意味が込められて

います。お正月に飾られる門松やしめ縄などを燃やすことで、悪い運気を払い、清

められた場所に年神様を迎えるという考え方です。 

 

農耕の儀式としての起源 
  

農業においては、豊作を祈願するために行われる儀式の一環として、焚き火をす

ることがありました。これが次第に正月の行事として定着し、正月飾りを燃やす形

になったとも言われています。 

 

神聖な火の力を借りる 
  

火には浄化の力があるとされ、燃やすことで悪霊や厄を追い払い、清めの儀式と

して行われるようになったという説もあります。 

 

どんど焼きは日本各地で行われており、その方法や日にち、規模などは地域によっ

て異なりますが、共通して無病息災、家内安全、豊作などを祈る意味が込められて

います。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


